
◇リマに天野博物館 蔵品 10万点は日本でも公開

再び「碑文」から。

くだが、戦後再び南来に渡り、ベルーで事業を始めた。その一方で青春時代からの夢だ

った古代アンデス文明の研究に打ち込み、昭和 39年 (1964年)には私財を拠っ
てリマ市に天野博物館を建設した。発掘 。収集した数万点の遺品は量・質とも世界一

といわれ、“南米のシユリニマン"と讃えられた。〉

戦後の南米再渡航は26年 3月で、(2月にスウエニデンの貨物船で一度出たが、

猛吹雪のため大吠埼沖で遭難、 13時間漂流して来船に救助される)カナダを経由し、
このたびはパナマではなくベルーを目指して行った。

裸一貫から魚粉 0魚網工場、金融業などで昔日の天野商会を取り戻すが、事業と並行

して古代アンデス文明の研究も深化させて行つた。その助手を務めたのが日系二世の渡

辺美代子で、リマ市内に新築した自宅で施設博物館らしきものを始めた29年に、二人

は伊勢神宮で結婚式を挙げた。新郎 56歳、新婦 25歳であつた。

「天野博物館」として正式に発足したのは33年 1月で、この年 5月に天野コレクシ

ヨンによる初の「インカ帝国文化展」が、日本国内の主要都市で巡回して開催されてい

る。この間、泉靖一、石田英一郎らの調査団がベルーを訪れたのに案内役として同行、

研究を物心両面から援助した。

ベルー共和国の博物館法に基く考古学博物館としての「天野博物館」が開館したのは

39年 8月 (47年則団法人誌認可)で、42年には皇太子時代の天皇ご夫妻も見学に

訪れている。鉄筋三階建のこじんまりとした建物で、展示室は2つだけ。テーマに沿つ

た “少数精鋭"を並べ、見学者には疲労を感じさせないで心ゆくまで鑑賞してもらおう

というねらいの博物館である。                 
｀

入場は無料 (ただし事前予約が必要)しかも案内が付くといつた念のいつたものであ

る。内外の研究者には進んで資料を開放、また一般対象のゼミナールやレクチユアなど

も随時催している。収蔵品は石器 0土器・土偶・骨角貝器・金属器・木製品そして織物

など10万点に近い。44年にチヤンカイのフラルで発見したサンプル織は貴重とされ
ている。

57年 10月、日本と中南米の文化交流に尽した功績により国際交流基金賞を受賞し

たが、同月 14日、リマ市の自宅で死去、享年84。

天野コレクションのうち数百点を展示する「大アンデス文明展」 (朝日新聞社主催)

を機に、平成元年、28年ぶりに来日し、その折母校の秋田工業高校で全校生に講演を

したのが最後の帰郷となつた。

逝去 10周年に当たり男鹿市脇本公民館の前庭に建てられた顕彰碑は、あきた南米交

流会を中心に地元脇本振興会・秋田工業同窓会の人たちの芳志によるもので、10月 1

4日には長男直人氏 (貿易商)も出席、美代子未亡人 (天野博物館長)の手で除幕され

た。


